
厚
生
労
働
者
が
２
０
２

４
年
５
月
に
公
表
し
た

「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
実
態
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
過
去
３
年
間
で

１
度
以
上
「
経
験
し
た
」

と
答
え
た
労
働
者
の
割
合

は
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
１
９
．

３
％
、
セ
ク
ハ
ラ
が
６
．

３
％
、
顧
客
等
か
ら
の
著

し
い
迷
惑
行
為
（
カ
ス
ハ

ラ
）
が
１
０
．
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ
は

女
性
（
８
．
９
％
）
の
方

が
男
性
（
３
．
９
％
）
よ

り
も
経
験
し
て
い
る
割
合

が
多
く
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
カ

ス
で
は
男
女
間
で
の
大
き

な
違
い
は
な
い
よ
う
で
す
。

パ
ワ
ハ
ラ
行
為
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は

「
脅
迫
・
名
誉
棄
損
・
侮

辱
・
ひ
ど
い
暴
言
（
精
神

的
な
攻
撃
）
」
（
４
８
．

５
％
）
が
最
も
割
合
が
高

く
、
次
い
で
「
業
務
上
明

ら
か
に
不
要
な
こ
と
、
遂

行
不
可
能
な
事
の
強
要
、

仕
事
の
妨
害
（
過
大
な
要

求
）
」
（
３
８
．
８
％
）

の
割
合
が
高
く
、
セ
ク
ハ

ラ
行
為
の
内
容
に
つ
い
て

は
「
性
的
な
冗
談
や
か
ら

か
い
」
（
４
９
．
７
％
）

の
割
合
が
最
も
高
く
、
次

に
「
不
必
要
な
身
体
へ
の

接
触
」
（
２
６
．
２
％
）

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
カ
ス
ハ
ラ
の
内
容

で
は
「
継
続
的
な
（
繰
り

返
さ
れ
る
）
、
執
拗
な

（
し
つ
こ
い
）
言
動
（
頻

繁
な
ク
レ
ー
ム
、
同
じ
質

問
を
繰
り
返
す
）
」
（
５

７
．
３
％
）
、
「
威
圧
的

な
言
動
（
大
声
で
責
め
る
）

反
社
会
的
な
者
と
の
つ
な

が
り
を
ほ
の
め
か
す
等
）
」

（
５
０
．
２
％
）
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ

ク
ハ
ラ
を
受
け
た
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
「
何
も
し

な
か
っ
た
」
（
そ
れ
ぞ
れ

３
６
．
９
％
、
５
１
．
７

％
）
の
割
合
が
突
出
し
て

高
く
、
カ
ス
ハ
ラ
を
受
け

た
と
き
の
対
応
で
は
、

「
社
内
の
上
司
に
相
談
し

た
」
（
３
８
．
２
％
）
と

「
何
も
し
な
か
っ
た
」

（
３
５
．
２
％
）
が
拮
抗

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ど
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
場
合
で
も
、
労
働

組
合
に
相
談
し
た
割
合
は
、

わ
ず
か
１
％
程
度
に
し
か

過
ぎ
ま
せ
ん
。

働
く
者
の
見
方
と
思
わ

れ
て
い
る
の
か
、
頼
り
に

さ
れ
て
い
る
の
か
、
自
問

自
答
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

２０２５年 ５月２５日 国鉄労働組合米子地方本部機関紙 第１８号

こくろうよなご
第１８号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

労
働
組
合
へ
の
相
談
は
１
割
程
度

２
割
弱
が
パ
ワ
ハ
ラ
を
経
験
！

去
る
５
月
７
日
、
柿
田

太
田
市
議
会
議
員
の
紹
介

に
よ
り
大
田
市
役
所
を
訪

問
、
公
共
交
通
を
取
り
巻

く
現
状
や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
市
内
移
動
の

中
心
と
な
る
バ
ス
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
の
路
線
の

廃
止
に
手
を
付
け
ざ
る
を

得
な
い
現
状
に
あ
る
中
で
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
為
、

イ
コ
カ
に
よ
る
バ
ス
運
賃

を
支
払
え
る
環
境
整
備
を

進
め
て
い
る
と
い
う
事
で

し
た
。
一
方
、
島
根
県
西

部
の
Ｊ
Ｒ
で
は
依
然
と
し

て
使
用
出
来
ず
、
カ
ー
ド

へ
の
チ
ャ
ー
ジ
す
ら
出
来

な
い
駅
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
中
間
駅
駅
舎
の

老
朽
建
て
替
え
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な

待
合
所
の
設
置
費
用
が
自

治
体
側
に
求
め
ら
れ
る
た

め
、
雨
・
風
を
凌
げ
る
待

合
ス
ペ
ー
ス
の
無
い
駅
が

あ
り
、
高
齢
者
の
方
よ
り

待
合
者
の
設
置
の
要
望
が

市
役
所
に
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

さ
ら
に
は
、
こ
ち
ら
に

つ
い
て
も
他
の
多
く
の
自

治
体
か
ら
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
へ
の
要
望
も

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
の
お
客
様
で
、
お

出
か
け
の
際
、
跨
線
橋
を

渡
る
乗
り
場
と
な
る
行
き

は
バ
ス
を
使
い
、
駅
舎
側

の
ホ
ー
ム
に
列
車
が
到
着

す
る
帰
り
は
、
列
車
を
ご

利
用
に
な
る
方
も
お
ら
れ

る
と
の
事
で
し
た
。

ま
た
、
大
田
市
と
言
え

ば
世
界
遺
産
で
有
名
な
石

見
銀
山
遺
跡
の
街
で
も
あ

り
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
お
客
様
は
じ
め
大
き
な

荷
物
を
お
持
ち
の
方
が
、

跨
線
橋
を
渡
る
の
が
大
変

な
事
は
容
易
に
想
像
が
付

き
ま
す
し
、
改
札
を
出
て

も
荷
物
を
預
け
る
ロ
ッ
カ
ー

も
、
関
連
会
社
の
撤
退
で

な
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
で
は
な
か
な
か

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も

ら
え
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
へ
の
要
望
に
つ
い

て
も
「
な
か
な
か
い
い
返

事
は
帰
っ
て
こ
な
い
」
と

の
事
で
し
た
。

ま
た
、
ご
存
じ
の
よ
う

に
出
雲
市
以
西
は
列
車
本

数
も
ガ
ク
リ
と
減
り
ま
す
。

「
利
用
が
減
る
か
ら
、
列

車
や
設
備
も
縮
小
、
ま
た
、

利
用
も
減
少
・
・
」
。
ま

さ
に
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」

に
陥
っ
て
る
わ
け
で
す
が
、

自
治
体
側
か
ら
の
「
も
う

少
し
の
企
業
努
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
の
言
葉
を

Ｊ
Ｒ
は
ど
う
受
け
止
め
る

の
か
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

去る５月６日、島根県
支部事務所において国労
議員団会議を開催してき
ました。
会議に先立ち倉下委員
長より「この間、ローカ
ル線の存続問題が大きく
クローズアップをされる
中、自治体議員の皆さん
のお世話になりながら、
自治体訪問を継続して取
組んできた。引き続き、
自治体議員の皆さんと連
係し、ローカル線の維持・
活性化を図っていきたい。

本年１０月の浜田市議
会選挙では、組織内議員
の『小川稔宏』氏が改選
を迎える。情勢的には非
常に厳しい選挙になるこ
とは間違いない。全力で
選挙戦を闘い、何として
も小川氏の当選を勝ち取
る」との挨拶を受け、浜
田市議会選挙を取り巻く
情勢や当面する７月の参
議院議員選挙における
「もりやたかし」候補の
当選に向けた取り組み状
況などについて意見交換
をしてきました。
最後に、６月１日には、
「浜田市議会議員選挙対
策委員会」の設置を確認、
地本・支部・分会が連携
して取り組むことを意思
統一し、議員団会議を終
えてきました。

選挙対策委員会の設置を確認！

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
実
態
調
査

頼
り
に
さ
れ
て
い
る
か
？

雨
・
風
も
凌
げ
な
い
！

企
業
努
力
は
何
処
に
？
！

２
０
２
０
年
６
月
施
行
の
「
改
正
労
働
施
策
総
合
推

進
法
」
に
て
、
２
０
２
０
年
は
大
企
業
に
、
２
２
年
度

か
ら
は
全
て
の
企
業
を
対
象
に
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
の
防
止
措
置
が
義
務
付
け
ら
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
も
強

化
を
さ
れ
て
い
ま
す
。


